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新年明けましておめでとうございます。 

 さて、最近の介護福祉士などのケア専門員の教科書
を見ますと、認知症の診断・告知を受けたのちは、認
知症家族会につなぎ、ケアの方法や社会保障制度の利
用などの情報を得るよう本人や家族を指導・支援すべ
きなどと、自分たちケア専門員がすべきことを代行さ
せるような書き方がされたものが見られるようにな
りました。認知症家族会の本来の目的が相互の癒やし
（ピュアカウンセリング）ですから、途方に暮れて混
乱状態やうつ状態になった家族の方々が家族会に繋
がることは望ましい事ではあります。その点では、イ
ンフォーマルな組織からフォーマルなものに認知さ
れたのかと、半分は嬉しい気持ちはありますが、もう
半分は、そのような義務に似たものを押しつけられて
も・・・という戸惑いを感じることも事実です。 
 ところで、最近日本の認知症者数は８００～１００
０万人といわれ、誰もが認知症になる時代に突入しま
した。認知症の危険因子の代表は、生活習慣病です。
特に糖尿病、それもＨｂＡ１ｃが８以上はレッドゾー
ンで、アルツハイマー病になる可能性は大きいと言わ
れています。また、高血圧や心臓病（丌整脈）を放置
すると血管性認知症になりやすいことも事実です。そ
れからうつ病はすべての認知症に共通する危険因子
です。皆さんは認知症家族として介護する側に立って
おられますが、自らも認知症になる可能性があること
も知っておいて頂きたいと思います。表は米国アルツ
ハイマー協会が提案している認知症予防の内容です
が、認知症が発症したのちの進行防止にも有効といわ
れます。是非表の内容を患者さんと一緒に皆様に行っ
て頂きたいと思っています。それによって、皆様は健
康寿命をさらに延ばし、末永く家族会にご参加頂くこ
とを願っております（笑）。 
 なお、１月の定例会の日は滋賀県で全国若年認知
症フォーラムがあり出席できませんが、３月は是非
参加したいと思います。ご相談がありましたら是非
声をかけて頂けると幸いです。今後とも宜しくお願
いいたします。 
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「認知症予防の勧め」 
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今回は初めての会場、高田馬場駅から徒歩

15 分の「新宿 NPO 協働推進センター」でし

た。ご本人とご家族が別々の建物で、ご家族の

会場は冷暖房がないうえに厳しい利用規則が

あるため、参加されるご本人にご丌便がないよ

うに世話人一同で綿密に計画を練りましたが、

丌安がいっぱいの例会でした。 

当日は天気に恵まれ、11 月末にしては暖か

くほっと一安心でした。高田馬場という交通の

便の良さからかたくさんの会員が参加してく

れました。ご本人 10 名、サポーター11 名含

む総勢 59 名で活気あふれる例会になりました。 

ご家族のプログラムは、グループ交流会です。 

毎回の例会は前半が講演等で、後半がグループ

交流会でしたので、交流の時間が短くていつも

話が盛り上がったところで終了ということが

多かったです。今回は、たっぷり皆さんで話し

合おうという会にしました。 

介護の相談、制度の使い方、悩み、アドバイ

スは同じ状況を経験した仲間からが一番です。

尐し話しただけで、皆さん理解をしてくれます。

まだ初期段階の方、重度まで進行した方、病院、

施設への入所、看取りを終えた方。経験豊富な

方がたくさんいて励まされ元気をもらえます。 

グループ交流が始まる前に自己紹介をして

いただきました。例会でいつもお会いする方で

も、なかなか介護状況がわかりません。お一人

ずつどちらから来られたか、どなたを介護して

いるか、今の介護の様子、悩みをお話しして頂

きました。それぞれの立場が分かり、共有でき

てとても有意義でした。 

続いて 4 つのグループに分かれ、自由にお話

しをしていただき交流を深めました。初めての

参加の方がお一人、ご家族総出（5 名）で来ら

れました。尐し先を歩いている先輩たちからア

ドバイスをもらい、大変参考になったと感想を

頂きました。今回もまたもや話が盛り上がった

ところで終了時間になってしまいました。 

皆さん話し始めると、語りきれず、話す方も

聞く方も涙が出てしまいます。ご本人達が準備

してくれた「ほし市場」が待っているので、全

員で会場を元に戻し、本人交流会の会場に移動

しました。 

 

次の定例会は 1 月 25 日(日)です。皆さん、

また元気にお会いしましょう。（報告：三橋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 月定例会報告 
 

彩星の会は、奇数月の第 4日曜日に定例会を開催しています。 

この定例会は、皆さんとの親睦を深め、悩み相談、制度の活用、介護の手助け等、とても有意義に進められています。 

ご本人たちも参加して、サポーターの見守りの中、楽しい時間を過ごしています。 

若年認知症のご本人は、今の介護保険のデイサービスが合わず、行き場所がない人が多く、貴重な居場所となってい

ます。 

ただ、毎回悩みがあります。 

それは、定例会の場所が決まっていないことです。 

代表をはじめ世話人は、会場確保に奔走しています。 

受付開始の早朝、電話で申し込み。 

順番取りのために、予定会場に並ぶ。 

顧問の先生方にお伺いを立てる。 

（毎回このような作業をしなければ確保できない現状に、世話人たちはたいへんな苦労を余儀なくされています） 

東京都内の施設は大半が区立で、施設利用にあたっては会のメンバーがその区に住んでいないとできません。 

（会員の多くは区外の居住です） 

大学の教室を使わせていただくには、使う日に大学の担当者に来ていただかないといけません。 

試験などの行事があると使うことができません。 

（恐縮することが多いのです） 

毎回決まった場所で例会ができればよいのですが・・・ 

参加していただく会員の皆様にはいつもご迷惑をおかけしています。 

どなたか良い案をお持ちではありませんか？ 利用できる施設等をご存じありませんか？ 

 

 

 

≪ 悩 み ≫ 

 

 

 



3 

 

 

■おひさまグループ 

５４才男性（レビー）

精神障害枠で働いてい

る。親の丌動産あり。

後見制度使うべきか→（使った方が良い）。５５才男

性（アルツ・ピック？）暴力、薬調整の為入院、自分

が最後まではみられない。５９才男性（アルツ）入浴

シャワーのみにした。７１才女性（アルツ）暴言、デ

イサービスで夫が入浴させている。７０才男性（アル

ツ、ピック？）おむつ代証明書があれば控除になる。

非課税世帯でいた方がいろいろ得（枠内なら限度額で

済む）。世帯分離できるか？ 

＊医療費申告すると５年分還付される 

＊病院選び大切 

＊最初の病院でその後が決まる。 

＊施設第一印象である程度わかる。 

＊松戸市のデイよい→行政が熱心 

 

■三日月グループ（新しく参加された方中心） 

７１才女性（アルツ）、６１才男性（アルツ）、６４才

男性（前頭側頭葉変性症）、６６才男性（前頭側頭葉

変性症）、５７才女性（アルツ、ピック？）、７０才女

性 LPC(レビー、ピック、コンプレックス)、５９才男

性（アルツ）、７２才男性（アルツ→ピック） 

＊リハビリデイ→高次機能の人なら OK 

＊行きたがらない→「仕事が待っているよ」と言う。 

＊ストレスの解消、眠剤の使い方、親兄弟への告知時 

の反応。 

 

■青リボングループ 

６６才女性（アルツ）、６８才男性（アルツ）、６０才

男性（アルツ）、６３才男性（前頭側頭）、６２才男性

（アルツ）、４９才男性（アルツ）、６０才男性（アル

ツ）６６才女性（アルツ） 

＊トイレ排便コントロール・・ソケイヘルニア手術後

整腸、腸音、排便記録 

＊尿 前立腺肥大 リハパンパッド 

＊尿量多く漏れが大変→つなぎを着せたら成功、（拘

束にならない程度の）フドーズボン（特殊なボタン） 

＊異食、食事、水分、時間を薬で排泄コントロール、

デイで入浴、 

＊介護者（夫）の名前わからない。 

＊家から出て行方丌明→１時間で発見 

＊鍵をかけるかどうか、内側からかけると○、対処早

期にすべき、運転させないと忘れた。 

＊行方丌明対処 GPS 

＊若年認知症の人の居場所が尐ない 

＊介護の技量が必要 

＊家に閉じ込められない、介護者２４H 拘束されるの

も・・・ 

＊次々と起きる変化に打ちのめされそうになる。ヤキ

モチやき 

*ケアマネの良し悪し、丌満があったら変えられるが 

悪いと思ってしまう。 

 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

 

～今月の本人交流会はご本人 11 名、サポーター
10 名の参加で行われました～ 

★ほし市場 
まずは恒例となった、千葉の新鮮野菜を販売する

“ほし市場"。準備で野菜の袋詰めと値段付けをしま

した。今回はサツマイモ（紅あずま）１箱を２本ずつ

小分け作業。柚子、銀杏、その他手作りジャムにお赤

飯など。 

 
 

★自己紹介／★呼吸法ヨガと笑いヨガ 

自己紹介の後は、呼吸法ヨガと笑いヨガで心身をリ

ラックスさせました。 

★ティータイム 
お茶とお菓子でひと

休みしました。その後は

“けん玉"や“お手玉"

などで自由に遊んでい

ただきました。最後に家

族と合流して“ほし市

場"が開店、並んだ品物

は完売となり、無事お開きとなりました。 

（報告：二見） 

 

今回初めての場所、高田馬場駅近くの飲茶居酒屋香

港亭で行われました。２５人も入れば満席になりそう

な所へ３８人が入ったのでもう大変。あらかじめ店に

大丈夫か聞いたところ、椅子を買うから「平気よ」の

返事。本当に新しい丸椅子がたくさんあったのにはこ

ちらも驚き。おかげで久しぶりににぎやかなノミニュ

ケーションが繰り広げられました。新しく参加された

方もご本人同伴で参加されている人達を見て、今度は

一緒に参加しますといっていました。３次会のカラオ

ケには８人、４次会には２人が駅向うに消えていきま

した。皆さんご無事に帰られますように。（０） 

ご本人交流会  
 

二次会交流会  
 

家族交流会 
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楽 し き 雑 談  

龍 平四郎  東京都在住 

 

 

本 人 妻７０歳(LPC） 

介護者 夫６６歳 

平成１８年（２００６年）１１月初診 

介護度 ４認定 

 

 

その夜、私は雑用の遅れを取り戻し、時間を作っ

て本の続きを読もうと思った。 

 

妻をいつものように8時半にベッドに寝かせ、脚

のマッサージをした。顔を覗くとどうやら寝入った

様子。ほっとしながら食卓テーブルへ戻り、あかり

も落し「さあ、やるぞ～」と片づけ作業に入った。 

 

ところが、しばらくして薄暗い寝室を眺めると、

妻がベッドから起きようとしている。眠れない様子

だ。私は小さなため息をつき、傍までいった。 

 

テーブルの前に座らせ、雑談に興じていると「眠

い～」の一言。 

 

そこで再びベッドまで手を引いて座らせ、頭を枕

に誘導した。「よいしょ！」の掛け声で両足を持ち

上げた。これで寝る姿勢が整った。隙間ができない

ように掛ふとんの四隅をポンポンと押さえ「おやす

み」とささやいた。 

 

それから再度、雑用処理に入ろうと、テーブルに

目を落し作業に入った。５分ほどして、それとなく

眺めると、妻がちょこんと足を床に下ろしてこちら

を見ている。 

 

 

こりゃダメだと思い、「こっちへ来る？」と声か

ける。「うん」とうなずく。 

作業を中断して、また迎えにいく。 

 

こんどは、昨夜と同じように時間が長くなるだろ

うと思い、パジャマに薄い上着と靴下で防寒して座

らせた。 

 

「ごめんね」と言われた。この一言で雑用への未

練が吹っ飛んだ。 

 

お菓子でも、食べようかとお茶の準備に入った。

「あと尐しだから待ってて」と言いながらキリのい

いところで終わらせた。 

 

口元が緩んだことを幸いに、私は缶ビールのふた

をプシューと開けた。 

 

再度の「ごめんね」に対して、「だいじょうぶ」

と答え「本はいつでも読めるよ、君とぺちゃくちゃ

お話しているほうが楽しいよ」と優しく笑った。 

 

なんとなく幸せを感じた二時間だった。立腹する

ことのなかった笑顔の自分にカンパイ。 

 

心に温かいものを感じた。 

 

 

 

 

 

 

人 今 人 
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何があったんだろうと思う光景を見た。

その日、乗換駅の神保町で都営地下鉄に 

乗車。開くと同時に反対ドアーの右側に席

を取った。昼過ぎであった車内は、丁度空

席が埋まる混み具合であった。 

ハード本を数ぺージ読んだだろうか、斜

め左の席で３０代半ばと思われる女が、隣

席の４０代男性の頭越しに、スマートホン

に夢中の男へ怒鳴っているのである。大げ

さな表現だが、女の眼と口が、男の頭を飲

み込みそうな勢いであった。恋人同士で喧

嘩でもしたのであろうか。頭上で罵声を聞

く男性もたいへんだろうなと他人事ながら

思った。でもよく見ると、怒鳴られている

男は、スマートホンに目を落したまま微動

だにしない。 

あれ、恋人同士ではなかったのか。反論

がないことに、女の腹立たしさがピークに

達している様子である。私も耳がよければ

聴こえたろうが、罵声になっての感じしか

ない。正視するわけにもいかず、本と斜め

前の動きに、目と神経が上下移動している。

大きな声で何かを言いながら、女は席を立

ちドアー付近へと移動した。空いた席へ老

婦人二人が行儀よく座った。 

立ち姿をよく観察してみると、今風の美

人である。ネットの帽子から少しだが、栗

色のヘアーが覗く。ロイド風のメガネがよ

く似合う。若いからであろう、季節には不

似合いの短いパンツ。長い脚に似合うオレ

ンジとグレーのクロス模様のストッキング。

それを包み込むショートブーツ。カタログ

から飛び出たようなカッコよさである。脳

裏で楽しんでいるうちに、次のホームの色

が入ってきた。 

どこだろうと窓の向こうを見ていたとき、

ドアー付近から問題の女が、スマホの男の

前に来るなり、短い罵声と同時に彼の右足

を蹴ったのである。大柄な女だけに動きが

ダイナミックであった。驚きはもちろんで

あるが、場所が車両シートの真ん中付近だ

けに、どの乗客も驚いたと思う。だが、ど

こからも、驚きの声は聞こえて来なかった。

ただ、老婦人の感嘆と見合わせる驚きの表

情がその場面を物語っている。 

一方、スマホの男は何もなかったように、

依然と目と指を動かしている。もちろん、

車窓が動いた頃には女は消えていた。スマ

ホの男は一呼吸のあと、痛みを感じたのか

目が足元へ。しかし、何事もなかったかの

ように再びスマートホンへと目を落す。ほ

んの２、３分の出来事だった。 

しばらくして、本から目を離しあの席を

見ると、スマホの男も下車したのであろう

違った男性が座っていた。あの足蹴り女の

目の据わった顔は迫力があった。何があっ

たんだろう。いずれにしても、恋人同士、

夫婦ならどんな仲直りをするのだろうとお

節介なことを考える。一方、赤の他人なら

足蹴りまではしないだろう。 

女の顔が脳裏から薄れるころ、電車はち

ょうどトンネルから出て、車窓は明るい風

景に変わった。 

 

 

 

 

 

 
 

―随集― 
車中の出来事 

スマホの男は他人か恋人か 

森 義弘 
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当日は晴天に恵まれ、自家用車で現圪集合の

３人(ご夫婦一組、事務局さん)を除き全員集合

(１６人、ご夫婦二組含む)で、東京駅丸ビル近

くに来て貰ったホテルの送迎バスで予定時刻通

りに出発しました。 

今回は参加人数が尐なかったせいかバスの中

はゆったりと座れて良かった。途中トイレ休憩

や道の駅で買い物して無事ホテルに到着しまし

た。すでに先に着いていた３人のお出迎えを受

け、これもまた予定時刻通りピッタリに着きま

した。 

ホテル到着後は温泉を楽しんだり、散歩した

りと宴会まではゆったりと過ごしていました。

西向きのお部屋からは落ちていく夕日や富士山

が見られてみんなで感激の瞬間でした。 

待望の宴会ではなかなかのご馳走とアルコー

ル、カラオケやみんなでダンスをして盛り上が

りました。でもやはりご夫婦でのデュエットが

一番羨ましかったのでは… 

宴会後はお部屋でアルコール持ち込みの二次

会。錦織圩の試合中継を見ながら飲んだり、お

しゃべりに盛り上がりの夜。 

翌日も晴天に恵まれ、九十九里浜に朝日を見

に行き気持ちのいい日のスタートとなりました。 

昨日と同じバスで先に干物屋さんで試食と買

い物をしてから鴨川シーワールド到着です。 

最初にあの雄大なシャチショーを見て感激し、

イルカショーではコミカルで芸達者なイルカに

笑いがいっぱいでした。 

鴨川シーワールドが初めての人が多かったせ

いか結構楽しめたのではないでしょうか。 

その後は運転手さんの判断で海ほたるに行き、

大きな海に感激し帰路に着きました。 

何事もなく無事に帰れてみなさんに感謝します。 

（報告：土橋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

☆１１月１５日☀晴天 

12：50 東京駅前集合 

13：00 出発 

14：00 幕張ＳＡ休憩 

15：30 道の駅ながらの里買い物・休憩 

14：00 白子温泉ホテル到着 

18：00 宴会・のち二次会開催 

 

☆１１月１６日☀晴天 

09：10 ホテル出発 

10：00 干物店買い物 

11：10 鴨川シーワールド到着 

   シャチショー・アシカショー等見学後昼食 

14：00 出発 

15：50 海ほたるＳＡ着 

16：20 出発 

17：30 東京駅前到着 

 

行ってきました！

秋の旅行 
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私と妻は初めての参加だった 
 

今回は総勢１９名。うち本人家族は３組だったの

で前回と比べると少ないとのことだった。中にはご

自身の体調悪化を押して参加された方もいたがそ

の方はバスの車中と宴会では素晴らしいハーモニ

カ演奏と口笛を披露されていた。今回参加できなか

った方は次第に病状が進行しているということな

のだろうか。妻の症状も次第に進行しているが足だ

けは何とか動けるのが幸いだ。 

白子温泉には彩星の会でこれまで何度か行って

いるとのことだったがとりわけ今回は両日とも天

気がよく気持良く過ごせた。ホテルでの夕食もその

あとの宴会も大いに盛り上がった。別の部屋での二

次会は更に盛り上がったらしいが不幸にも妻が寝

ることを選んだため私も自室で寝込んでしまい残

念なことをした。 

翌日は鴨川シーワールドに回り人気のシャチや

アシカのパフォーマンスを見学した。特にシャチと

人間とのコンビネーションプレーには普段感情を

出しにくくなっている妻も大きな声を出してはし

ゃいでいた。 

旅行中役員やサポーターの方からは本当にお世

話になった。妻と一緒に温泉に入ってくれたり食事

の際に優しく介助してくれたりその他細かいとこ

ろまで気を配っていただいた。お蔭で私も安心して

楽しむことができた。 

最近妻が突然大声を出すようになったが帰宅後

その回数が減った気がする。いや私がそう感じてい

るのかもしれない。最近気の滅入ることが沢山あっ

たがその気持ちが大分晴れてきた。旅行の効用は本

人だけではない。家族やサポーターがひとつの気持

ちになれるそんなところなのだろう。 

今回の旅行の企画、実行をしていただいた皆様、

またサポーターとして参加された方々にはあらた

めて厚く御礼申し上げます。（羽鳥記） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

久しぶりの彩星の会のバス旅行でした 
 

前２回の現地集合・解散の旅行とは一味違った

旅を満喫してきました。 

天候にも恵まれ、行き来とも車窓からの広大な

海原を陽光につつまれながら堪能できました。ホ

テルからの夕陽の沈む様、海ほたるからの夕映え

も素晴らしかったです。それに加えて、楽しい仲

間との交流とあればいうことありません。定例会

とは違った雰囲気で車中・ホテルの宴会・２次会

と場所も時間もゆったりした中で楽しいひととき

が過ぎてゆきました。 

もっともこういう思いで命の洗濯をさせていた

だいたのは、スタッフの皆さんにお世話いただい

た私ども夫婦かもしれません。車の移動時、宴会、

鴨川シーワールドのショー、海ほたるの見学とい

つも何人もの方々が付きっきりでなかなか言うこ

とをきかない家内の面倒を見てくださり、頭の下

がる思いでいっぱいでした。 

おかげ様で私も皆さんの好意に甘えてすっかり

リラックスできました。こんな風にできるのも家

族会ならではと思います。他では気遣いでかえっ

て疲れてしまいかねません。 

参加する前は、家内の調子とか周りの迷惑とか

考えて参加を躊躇する思いがありましたが、本当

に行って良かったと感謝の気持ちがいっぱいで

す。何とか次の旅行の企画にも参加できるよう祈

る思いです。 

本当に素敵なひとときをありがとうございまし

た。 

速水公子＆達也 
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